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研究主題について

【教科研究主題】
新学習指導要領の趣旨を実現するための学習・指導方法及び

評価方法の工夫改善に関する実践研究

【研究の重点】

１ 生徒の主体的な「新たな疑問や発問」を導き出す課題設定
の工夫・改善［今年度の取組１］

２ 探究の過程を振り返る学習活動の充実［今年度の取組２］

３ 「各学年で主に重視する探究の学習過程」を意識した単元
の指導計画の作成［次年度の取組］

１ 生徒の主体的な「新たな疑問や発問」を導き出す課題設定
の工夫・改善

教師が学習の核とな

るテーマを提示する

生徒が疑問点を出し

合う

グループ内で，観察・

実験を通して解決する

学習課題を設定する

学習課題を解決する

ために，条件を制御し

た実験を計画する

＜課題設定及び実験計画立案までの主な流れ＞

１ 生徒の主体的な「新たな疑問や発問」を導き出す課題設定
の工夫・改善

【実践例１－１】

〇学習を振り返り，疑問を導き出す場面の設定

ICTの特性を生かし，生徒の主体的な「新たな疑問や発問」

を導く取組

＜実践例＞
Chromebookを活用し，「学びの報告」という振り返

りアンケートを実施。その中で生徒の考えたことや
感じたことを把握。

⇒授業の中で生徒が感じた疑問に対して解決する
場面を設定

１ 生徒の主体的な「新たな疑問や発問」を導き出す課題設定
の工夫・改善

新たな疑問

１ 生徒の主体的な「新たな疑問や発問」を導き出す課題設定
の工夫・改善

金属が燃焼するとき，金属と酸素の結びつく

質量の間には規則性があるのだろうか？

【実践例１－２】

［第１分野］

(４) 化学変化と原子・分子（附属函館中学校 104名）

(４) ア(ウ) (ウ) 質量変化の規則性

［学習の核となるテーマ］



１ 生徒の主体的な「新たな疑問や発問」を導き出す課題設定
の工夫・改善

実験計画の立案場面で，独立変数が３つのパターンに

分かれてしまい，収束する形にならなかった。

グループで設定した学習課題の例

〇金属の種類を変えて，金属と酸素の結びついた

質量比を調べる。

〇金属と酸素は何対何で結合するかを調べる。

〇金属を熱する時間の違いによって，質量の割合に

違いがあるのかを調べる。

１ 生徒の主体的な「新たな疑問や発問」を導き出す課題設定
の工夫・改善

【実践例１－３】

本校で行った「音の性質」についての研究実践を，函館

市内の公立中学校でも実施し，研究の検証を行った。

函館市内では，大規模中学校に分類

全校生徒数 514名（第１学年 165名）

追試の授業を行った中学校について

学習の核となるテーマ

琴は，何を変化させて，様々な音を出している
のだろうか？

（市内公立中学校 第１学年）

［グループで決めた取り組む課題］

「変化させる条件」と「変化させない条件」

仮説を検証するために，
どのような実験を行うか

実験計画の立案場面 【生徒のワークシート例】
１ 生徒の主体的な「新たな疑問や発問」を導き出す課題設定
の工夫・改善

【検証授業後の生徒アンケート結果】（市内公立中学校 第１学年）
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あまりできなかった
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自分達の考えた質問を基に実験計画を

立案できたか
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あまりできなかった
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実験計画を立案し，予想や仮説を

確かめることができたか

２ 探究の過程を振り返る学習活動の充実

【実践例２－１】（オープンエンドの課題設定）

［第１分野］
(７) 科学技術と人間（附属函館中学校 105名）

(７) ア (ア) (ア) エネルギーとエネルギー資源

（学習内容）
伝導・対流・放射の学習を進める中で，生徒は

オープンエンドの課題に取り組んだ。一つの例とし
て，「ホットプレートを水平に置いた場合と鉛直に
立てた場合，接している空き缶の温度変化はどうな
るか」といったものをグループ内で実験計画立案か
ら，分析・解釈，その振り返りまで行った。

２ 探究の過程を振り返る学習活動の充実

グループの実験結果を分析・解釈した後で，実験の条件
をさらに最適なものに変更して実験を行うグループが
あった。

実験過程を振り返り，推論し，改善策を考える力



２ 探究の過程を振り返る学習活動の充実

［物質の粘性の差による温
度変化の比較実験］
粘性の高いものと低いもの
では上昇温度にどのような
違いがあるかを実験してい
る。

［鉄球の大きさの違いによ
る温度変化の比較実験］

大きい鉄球と小さい鉄球を
それぞれビーカーに入れ、
どちらの温度変化が大きい
か実験している。

２ 探究の過程を振り返る学習活動の充実

［物質の粘性の差による温度変化の比較実験］

［実験の予想］と「結論」

［学習内容の意義や有用性の理解］

２ 探究の過程を振り返る学習活動の充実

［実験の予想］と「結論」

［学習内容の意義や有用性の理解］

［鉄球の大きさの違いによる温度変化の比較実験］

２ 探究の過程を振り返る学習活動の充実

【実践例２－２】

理数科

○探究の過程を表にすることで，次年度以降
の生徒の状況把握がしやすくなる。

○教える側が探究の過程を意識しながら学習
を進めやすくなる。

主体的に探究の過程全体をやり遂げるための資質・能
力の育成が重視されている。

高等学校における新設教科

高等学校学習指導要領（平成３０年告示）解説【理数編】
の付録には，「理数探究の事例イメージ」が示されており，
探究の過程や生徒に主体的に取り組ませるために必要
な教師の関わり方などの例が示されている。

【成果と課題】

○生徒の「新たな疑問や問い」から学習課題を設定することに
よって，見通しを持って，課題解決に向かおうとする様子が見
られ，実験計画の立案に結びつけることができた。
○オープンエンドの課題については，試行錯誤をしながら条件
等に気付き，見通しを持って，実際に観察・実験を行い，振り
返りを通して改善を図る場面が見られた。

●２年生の「新たな疑問や問い」から学習課題を設定する場面
で，テーマの内容によって実験の目的が拡散してしまう場合
があった。テーマの内容や提示方法を改善する必要がある。
●振り返りの場面に重点を置いた３年生の取組の中で，理科
を学ぶ意義や有用性を実感できる学習指導の工夫・改善を
図りたい。



次年度の研究について

生徒の主体的な「新たな疑問や問題」を導き出す課題設定について
○今年度の取組から，見えてきた問題点を改善し，手立てをより充実させていく。
○公立中学校での実践も引き続き行い，検証を通して有効な研究成果を導く。

研究の重点１

探究の過程を振り返る学習活動について
○学んだことが次の学習に生かされるとともに，学習内容の意義や有用性が高ま
るような学習指導の工夫・改善を図る。

研究の重点２

「各学年で主に重視する探究の学習過程」を意識した単元計画について
○科学的に探究する学習の事例への積極的な取組を進め，「各学年で主に重視
する探究の学習過程 」 を意識した単元計画の作成を行ってい く 。

研究の重点３


